
※内閣官房などによる

残りは
入院、
一部帰宅

政府が
用意した
４施設

第３便 (31日)

第２便 (30日)
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□
西
日
本
読
書
感
想
画
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
式

第

回
西
日

本
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

九
州
・
山
口
各
県
学
校
図
書
館

協
議
会
、西
日
本
新
聞
社
主
催
、

Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
協

賛

の
表
彰
式
が
２
日

福
岡
市

・
天
神
の
天
神
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

で
あ
り

最
優
秀
賞
５
人

優
秀

賞

人
を
表
彰
し
た

写
真
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
九
州
各
県

と
山
口
、
沖
縄
両
県
の
小
中
高

生
か
ら
約

万
点
の
応
募
が
あ

っ
た
。
式
で
は
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
長
崎
市
立
東
長
崎
中
３

年
、
伊
東
夢
叶
（
ゆ
め
か
）
さ

ん

が
「
小
学
６
年
か
ら
４

年
間
応
募
し
て
き
て
目
標
の
最

優
秀
賞
を
受
賞
で
き
、
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。
先
生
や
家
族

の
応
援
の
お
か
げ
で
す
。
今
後

も
美
術
作
品
の
制
作
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

□
囲
碁
棋
聖
戦
、
井
山
が
３

連
勝

囲
碁
の
第

期
棋
聖
戦

７
番
勝
負
の
第
３
局
は
１
、
２

の
両
日
、
長
崎
県
西
海
市
で
打

た
れ
、
井
山
裕
太
棋
聖

が

１
５
３
手
で
挑
戦
者
の
河
野
臨

九
段

に
黒
番
中
押
し
勝
ち

し
、
３
連
勝
で
防
衛
に
あ
と
１

勝
と
し
た
。

第
４
局
は

、

日
に
福
岡

県
太
宰
府
市
で
行
わ
れ
る
。

□
読
売
演
劇
大
賞
に
橋
爪
功

さ
ん

第

回
読
売
演
劇
大
賞

の
各
賞
が
３
日
付
で
発
表
さ

れ
、
大
賞
と
最
優
秀
男
優
賞
に

橋
爪
功
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。「
Ｌ

ｅ

Ｐ
Љ
ｒ
ｅ

父
」
の
演
技

が
評
価
さ
れ
た
。
贈
賞
式
は

日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
帝
国

ホ
テ
ル
で
。

そ
の
他
の
賞
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
）
。

最
優
秀
作
品
賞
「
『
Ｑ
』
：
Ａ

Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

Ａ
ｔ

Ｔ
ｈ
ｅ

Ｋ
ａ
ｂ
ｕ
ｋ
ｉ
」
（
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ

・
Ｍ
Ａ
Ｐ
）
▽
最
優
秀
女
優
賞

神
野
三
鈴
（
「
組
曲
虐
殺
」
「
マ

ク
ベ
ス
」
）
▽
最
優
秀
演
出
家
賞

松
本
祐
子
（
「
ス
リ
ー
ウ
イ
ン

タ
ー
ズ
」
「
ヒ
ト
ハ
ミ
ナ
、
ヒ
ト

ナ
ミ
ノ
」
）
▽
最
優
秀
ス
タ
ッ
フ

賞

服
部
基（「
チ
ャ
イ
メ
リ
カ
」

「
組
曲
虐
殺
」
の
照
明
）
▽
杉
村

春
子
賞

菅
田
将
暉
（
「
カ
リ
ギ

ュ
ラ
」
）
▽
芸
術
栄
誉
賞
「
キ
ャ

ッ
ツ
」
（
劇
団
四
季
）
▽
選
考
委

員
特
別
賞

岡
田
利
規
（
「
プ
ラ

ー
タ
ナ
ー
：
憑
依

ひ
ょ
う
い

の

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
」
の
演
出
）

□
熊
本
で
震
度
２

２
日
午

後

時

分
ご
ろ
、
熊
本
県
で

震
度
２
の
地
震
が
あ
っ
た
。
気

象
庁
に
よ
る
と
、
震
源
地
は
熊

本
県
熊
本
地
方
で
、
震
源
の
深

さ
は
約

㌔
。
各
地
の
震
度
は

次
の
通
り
。

震
度
２

八
代
坂
本
、五
木（
熊

本
）▽
震
度
１

人
吉
、球
磨
（
熊

本
）
霧
島
横
川
（
鹿
児
島
）
な
ど
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ア
フ
リ
カ
ン
サ
フ
ァ
リ

九
州
自
然
動
物
公
園
ア
フ
リ
カ

ン
サ
フ
ァ
リ
（
大
分
県
宇
佐
市
）

と
県
内
の
若
手
農
家
が
協
力
し
、

耕
作
放
棄
地
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
栽

培
に
乗
り
出
す
。
園
で
は
ゾ
ウ
の

餌
に
鹿
児
島
県
奄
美
大
島
産
の
サ

ト
ウ
キ
ビ
を
使
っ
て
い
る
が
、
輸

送
コ
ス
ト
や
量
の
確
保
が
課
題
だ

っ
た
。
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
た

い
農
家
と
の
双
方
に
利
益
の
あ
る

「
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
」
の
取
り
組
み

と
し
て
注
目
を
集
め
そ
う
だ
。

（
岩
谷
瞬
）

園
に
は
５
頭
の
ア
ジ
ア
ゾ
ウ

が
い
る
。
神
田
岳い

わ

委い

副
園
長

に
よ
る
と
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

は
食
物
繊
維
が
豊
富
で
、
食
べ

る
際
に
は
鼻
を
使
っ
て
遊
ぶ
こ

と
も
。
ス
ト
レ
ス
解
消
に
つ
な

が
り
「
飼
育
が
盛
ん
な
タ
イ
で

は
主
食
。
園
で
も
も
っ
と
食
べ

さ
せ
た
か
っ
た
」
と
い
う
。

し
か
し
奄
美
大
島
か
ら
の
輸

送
は
コ
ス
ト
が
か
さ
む
。
焼

酎
や
砂
糖
へ
の
加
工
が
優
先

さ
れ
る
た
め
ま
と
ま
っ
た
量
の

確
保
も
難
し
く
、
お
や
つ
程
度

が
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
ゾ
ウ

の
餌
は
１
頭
当
た
り
年
約

㌧
。
普
段
は
主
に
米
国
産
な
ど

の
牧
草
を
与
え
て
い
る
と
い

う
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
県
内
栽
培
は

昨
年
７
月
、
九
州
農
政
局
大
分

県
拠
点
を
通
じ
て
同
園
と
県
内

の
農
家
２
人
が
知
り
合
っ
た
こ

と
か
ら
話
が
進
ん
だ
。
苗
の
費

用
は
園
が
負
担
、
県
拠
点
が
栽

培
の
技
術
指
導
や
支
援
を
行

う
。
農
家
は
今
月
に
も
福
岡
県

朝
倉
市
の
生
産
者
か
ら
栽
培
方

法
を
学
び
、
４
月
に
大
分
県
別

府
市
と
杵
築
市
の
耕
作
放
棄
地

各
２
・
３
㌃
で
栽
培
を
始
め

る
。
２
０
２
１
年
以
降
は
栽
培

面
積
を
広
げ
、
収
量
増
を
目
指

す
。
収
穫
し
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
は

園
が
直
接
購
入
す
る
。

初
め
て
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培

に
挑
む
恒
松
敬
章
さ
ん

別
府
市

は
「
大
事
な
田
畑
を

荒
ら
さ
ず
、
活
用
し
て
残
し
て

い
く
意
義
は
大
き
い
。
買
い
取

り
先
も
決
ま
っ
て
お
り
、
収
入

面
の
安
心
感
も
あ
る
」
と
意
気

込
ん
で
い
る
。

農
林
水
産
省
の
農
林
業
セ
ン

サ
ス
に
よ
る
と
、

年
の
全
国

の
耕
作
放
棄
地
は
約

万
３
千

㌶
で
九
州
は
約
６
万
㌶
。
こ
の

う
ち
大
分
県
は
８
４
７
７
㌶
。

九
州
農
政
局
の
前
畑
博
幸
地
方

参
事
官
（
同
県
担
当
）
は
「
耕

作
放
棄
地
問
題
が
広
く
知
ら

れ
、
解
消
に
向
か
う
動
き
の
一

つ
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

大分の農家サトウキビ栽培

餌の輸送費減に期待

アフリカンサファリのゾウ。飼育員によると、

サトウキビが大好物という ＝大分県宇佐市
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新型肺炎帰国邦人に難題

住居や教育機会の確保

２週間の施設滞在後

武
漢
頑
張
れ

寄
付
呼
び
掛
け

友
好
都
市
の
大
分
市

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
広
が
る
中
国
・
武
漢
市
を

支
援
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ

ン
ト
が
２
日
、
同
市
の
友
好
都

市
・
大
分
市
で
開
か
れ
た

。大
分
華
僑
華
人
会
（
同
市
）

が
、
中
国
の
旧
正
月
に
市
民
と

交
流
す
る
た
め
６
年
前
か
ら
開

い
て
き
た
春
節
祭
を
変
更
。
今

年
は
現
地
に
送
る
マ
ス
ク
２
万

５
千
枚
の
購
入
費
に
充
て
る
寄

付
を
呼
び
掛
け
、
太
極
拳
や
太

鼓
な
ど
も
披
露
さ
れ
た
。

会
場
で
は
、
大
分
市
が
早
期

に
支
援
に
乗
り
出
し
た
こ
と
に

対
し
て
在
福
岡
中
国
総
領
事
館

の
康
暁
雷
総
領
事
代
理
が
「
心

の
こ
も
っ
た
温
か
さ
を
身
に
染

み
て
感
じ
、
国
民
も
感
動
し
て

い
る
」
と
感
謝
を
述
べ
た
。
同

会
の
黄
梅
雄
会
長

は
「
市

民
は
思
っ
た
以
上
に
関
心
を
持

っ
て
く
れ
て
涙
が
出
る
。
応
援

の
気
持
ち
を
武
漢
に
届
け
た

い
」
と
話
し
た
。（

井
中
恵
仁
）

巨
大
ナ
マ
ズ
鮮
や
か
に
嬉
野

沖
縄
５
例
目
豚
熱

処
分
総
数
１
万
頭
超

沖
縄
県
は
２
日
、
沖
縄
市
の

養
豚
場
で
県
内
５
例
目
と
な
る

豚
熱
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
の
感
染
を
確

認
し
た
と
発
表
し
た
。
聞
き
取

り
調
査
に
よ
る
飼
育
頭
数
は
１

８
５
７
頭
で
、
全
て
殺
処
分
対

象
と
な
る
。
県
は
こ
れ
ま
で
に

う
る
ま
市
と
沖
縄
市
で
の
確
認

を
受
け
、
４
例
７
養
豚
場
の
９

千
頭
超
に
つ
い
て
殺
処
分
と
埋

却
を
終
え
、
防
疫
措
置
を
完
了

し
て
い
た
。
新
た
な
感
染
で
、

処
分
総
数
は
１
万
頭
を
超
え
る

見
込
み
だ
。

県
内
で
は
う
る
ま
市
の
養
豚

場
で
１
月
８
日
、
１
９
８
６
年

以
来
の
感
染
を
確
認
し
た
。
県

に
よ
る
と
、
今
回
発
生
し
た
養

豚
場
か
ら
２
月
１
日
に
豚
が
死

ん
で
い
る
と
通
報
が
あ
り
、
精

密
検
査
で
２
日
、
判
明
し
た
。

３
例
目
と
し
て
感
染
が
確
認
さ

れ
た
沖
縄
市
の
養
豚
場
か
ら
約

２
０
０
㍍
の
距
離
に
あ
る
。

玉た
ま

城き

デ
ニ
ー
知
事
は
県
庁
で

開
い
た
対
策
本
部
会
議
で
「
国

や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
防
疫

措
置
に
万
全
を
期
す
」
と
強
調

し
た
。

巨大ナマズなど和紙で作られた魚類が明るく光る

なまずの寝床 ＝佐賀県嬉野市

佐
賀
県
嬉
野
市
の
市
体
育
館

で
、
川
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ラ
ン

タ
ン
の
作
品
展
「
な
ま
ず
の
寝

床
」
が
開
か
れ
て
い
る
。
薄
暗

い
館
内
に
鮮
や
か
に
浮
か
ぶ
巨

大
ナ
マ
ズ
や
色
と
り
ど
り
の
魚

た
ち
、
ピ
ン
ク
の
ハ
ス
な
ど
和

紙
で
作
っ
た
約
４
３
０
点
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。

日
ま
で
。

嬉
野
温
泉
街
一
帯
を
明
か
り

で
彩
る
「
宵
の
美
術
館
」
の
一

つ
。
嬉
野
で
は
白
ナ
マ
ズ
が
守

護
神
で
肌
の
病
に
御
利
益
が
あ

る
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
、
福

岡
県
古
賀
市
の
ラ
ン
タ
ン
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
三
上
真
輝
さ
ん
と
、

５
０
０
人
を
超
す
嬉
野
市
民
が

共
同
制
作
し
た
。
ワ
イ
ヤ
や
竹

の
骨
組
み
に
和
紙
を
貼
り
付

け
、
色
付
け
し
た
。

家
族
で
初
め
て
訪
れ
た
近
く

の
主
婦
田
中
紫
乃
里
さ
ん

は
「
壮
大
で
、
ど
の
角
度
か
ら

で
も
き
れ
い
に
見
え
る
」
と
楽

し
ん
で
い
た
。
平
日
は
午
後
５

時
、土
日
祝
日
は
同
３
時
か
ら
。

い
ず
れ
も
同

時
ま
で
。
入
場

料
は
大
人
５
０
０
円
、
小
中
高

校
生
１
０
０
円
、
幼
児
無
料
。

（
河
野
潤
一
郎
）

クルーズ船中国団体旅行禁止で
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福
岡
市
の
博
多
港
に
２
日
、
客
が

乗
っ
て
い
な
い
中
国
発
の
大
型
ク
ル

ー
ズ
船
１
隻
が
寄
港
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎
の
感
染

拡
大
を
受
け
て
、
中
国
政
府
は
海
外

へ
の
団
体
旅
行
を
禁
止
。
市
に
よ
る

と
、
ク
ル
ー
ズ
船
は
何
ら
か
の
理
由

で
上
海
港
に
停
泊
し
続
け
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
ひ
と
ま
ず
運

航
が
継
続
さ
れ
た
と
い
う
。
博
多
港

で
は
物
資
の
積
み
込
み
を
行
っ
た
。

ク
ル
ー
ズ
船
は
米
国
の
船
会
社
が

運
航
す
る
「
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
・
オ
ブ

・
ザ
・
シ
ー
ズ
」
（
乗
客
定
員
４
２

４
６
人
）
。
も
と
も
と
上
海
か
ら
直

接
博
多
に
寄
る
予
定
だ
っ
た
が
、
ツ

ア
ー
中
止
を
受
け
、
船
員
だ
け
を
乗

せ
て
１
月

日
に
い
っ
た
ん
那
覇
港

に
寄
港
。
２
日
朝
に
博
多
港
に
入
港

後
、
当
初
か
ら
受
け
取
り
を
予
定
し

て
い
た
食
品
な
ど
を
搬
入
し
、
同
日

午
後
、韓
国
・
釜
山
港
に
向
か
っ
た
。

ク
ル
ー
ズ
船
着
岸
後
も
、
博
多
港

周
辺
は
閑
散
。
路
線
バ
ス
運
転
手
の

代
男
性
は
「
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
が

来
れ
ば
１
０
０
台
は
集
ま
る
観
光
バ

ス
が
ゼ
ロ
。こ
ん
な
こ
と
は
初
め
て
」

と
驚
い
た
。
市
に
よ
る
と
、
中
国
本

土
発
着
の
ク
ル
ー
ズ
船
は
当
面
キ
ャ

ン
セ
ル
の
見
込
み
。
高
島
宗
一
郎
市

長
は
自
身
の
ブ
ロ
グ
で
、
中
国
発
着

ク
ル
ー
ズ
船
の
博
多
港
へ
の
寄
港
拒

否
を
主
張
し
て
い
る
。（

前
田
倫
之
）

博
多
港
に
着
岸
し
た
客
が
い
な
い
大

型
ク
ル
ー
ズ
船
。
普
段
は
到
着
と
と

も
に
ご
っ
た
返
す
観
光
バ
ス
や
乗
客

は
見
当
た
ら
な
か
っ
た

２
日
午
前

10
時
50
分
ご
ろ
、
福
岡
市
博
多
区

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
肺
炎
の
感
染
拡
大
で
封
鎖
さ

れ
た
中
国
・
武
漢
か
ら
政
府
の

チ
ャ
ー
タ
ー
機
で
帰
国
し
た
邦

人
は
、
発
熱
な
ど
の
症
状
が
出

て
入
院
し
た
人
ら
を
除
き
、
政

府
が
用
意
し
た
施
設
に
滞
在
し

て
い
る
。
武
漢
に
戻
れ
る
め
ど

は
立
た
ず
、
約
２
週
間
と
な
る

滞
在
期
間
後
の
住
居
や
、
子
ど

も
の
教
育
機
会
の
確
保
が
課
題

と
な
る
。

【
１
面
参
照
】

「
部
屋
か
ら
出
て
は
い
け
な

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
人
と
会

う
こ
と
は
な
い
で
す
」
。
受
け

入
れ
先
の
一
つ
「
国
立
保
健
医

療
科
学
院
」
（
埼
玉
県
）
に
入

っ
た
日
本
語
教
師
の
女
性

は
話
す
。

食
事
や
生
活
用
品
は
部
屋
の

外
に
置
か
れ
、
人
の
気
配
が
な

い
時
に
そ
っ
と
ド
ア
を
開
け
て

受
け
取
る
。
武
漢
に
戻
れ
る
時

に
備
え
て
授
業
の
準
備
を
進
め

る
が
、
先
が
見
通
せ
ず
不
安
も

あ
る
。

内
閣
官
房
な
ど
に
よ
る
と
２

日
午
前
０
時
時
点
で
、
帰
国
者

５
６
５
人
の
う
ち
入
院
者
ら
を

除
く
約
５
２
０
人
が
四
つ
の
施

設
に
滞
在
。関
係
者
に
よ
る
と
、

勝
浦
ホ
テ
ル
三
日
月

（
千
葉

県

で
は

帰
国
者
は

日
に
部

屋
を
出
る
よ
う
伝
え
ら
れ
た
。

新
型
肺
炎
の
潜
伏
期
間
は
最

大

日
と
さ
れ
、
帰
国
者
は
同

程
度
の
期
間

隔
離

さ
れ
、
症

状
が
な
け
れ
ば
自
宅
や
実
家
に

移
る
。
日
本
に
住
居
が
な
い
人

に
と
っ
て
は
、
そ
の
後
の
新
た

な
生
活
拠
点
が
必
要
に
な
る
。

社
員
が
施
設
に
滞
在
す
る
企

業
は
対
応
を
決
め
か
ね
て
い

る
。
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
の
担

当
者
は
「
状
況
が
見
え
ず
、
会

社
と
し
て
ど
う
す
る
か
は
分
か

ら
な
い
」
、
日
本
通
運
も
「
国

か
ら
情
報
が
入
り
次
第
、
そ
れ

に
沿
っ
て
対
応
す
る
」
と
し
て

い
る
。

政
府
に
よ
る
チ
ャ
ー
タ
ー
機

は
、
今
週
半
ば
以
降
に
第
４
便

が
運
航
さ
れ
る
見
通
し
だ
。
今

後
の
帰
国
者
の
一
時
滞
在
先
も

課
題
で
、
東
京
都
は
保
有
す
る

研
修
施
設
や
福
利
厚
生
施
設
の

活
用
を
検
討
。
ホ
テ
ル
業
界
に

も
呼
び
掛
け
た
が
、
難
航
し
て

い
る
。

一
方
、
親
と
共
に
帰
国
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
は

長
期
間
、
教
育
を
受
け
る
機
会

を
失
う
可
能
性
が
あ
る
。

文
部
科
学
省
は
１
月

日
、

各
地
の
学
校
で
帰
国
者
を
一
時

的
に
受
け
入
れ
る
よ
う
要
請
す

る
通
知
を
全
国
の
教
育
機
関
に

出
し
、
教
科
書
を
無
償
で
提
供

す
る
こ
と
や
心
の
ケ
ア
に
努
め

る
こ
と
な
ど
も
求
め
た
。
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